
  

１．平成23年３月期第１四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年６月30日） 

  

  

（２）連結財政状態 

  

２．配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無：無 

  

３．平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日） 

（注）当四半期における業績予想の修正有無：無 
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  （百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 

23年３月期第１四半期  24,812  18.3  214  －  266  －  148  －

22年３月期第１四半期  20,969  △56.4  △149  －  △155  －  △113  －

  
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益 

    円 銭   円 銭 

23年３月期第１四半期   5.99  －

22年３月期第１四半期   △4.57  －

  総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

  百万円 百万円 ％ 円 銭 

23年３月期第１四半期  72,965  47,590  64.7  1,907.59

22年３月期  86,324  48,268  55.5  1,935.92

（参考）自己資本 23年３月期第１四半期 47,220百万円 22年３月期 47,922百万円

  
年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

   円 銭  円 銭 円 銭 円 銭  円 銭 

22年３月期  －   20.00 － 20.00   40.00

23年３月期  －  

23年３月期（予想）  15.00 － 15.00   30.00

  （％表示は、通期は対前期、第２四半期（累計）は対前年同四半期増減率）

  売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり
当期純利益 

  百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭 

第２四半期（累計）  62,000  14.4  1,000  19.5  1,000  46.4  600  71.2  24.24

通期  130,000  △0.9  2,500  △4.5  2,500  △2.1  1,600  △2.4  64.63



４．その他（詳細は、［添付資料］４ページ「その他の情報」をご覧ください。） 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

新規     ― 社    （社名）  ―            、除外     ― 社    （社名） ― 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

①  会計基準等の改正に伴う変更：有 

②  ①以外の変更              ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作

成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

（４）発行済株式数（普通株式） 

  
  

※  四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開

示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表の四半期レビュー手続きは終了しておりません。 

  

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前

提となる仮定及び業績予想のご利用に当たっての注意事項等については、四半期決算短信（添付資料）３ページ「連

結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。  

  

①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年３月期１Ｑ 24,855,283株 22年３月期 24,855,283株

②  期末自己株式数 23年３月期１Ｑ 101,253株 22年３月期 101,173株

③  期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期１Ｑ 24,754,059株 22年３月期１Ｑ 24,754,778株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

    当第１四半期におけるわが国経済は、中国を中心としたアジア市場の旺盛な需要に支えられ順調に回復してま

いりましたが、欧州の金融不安や円高の進行など先行き不透明な状況にあります。 

    当社グループを取巻く環境につきましても、国内においては、アジア市場向け輸出関連は順調に回復してきた

ものの、環境関連製品の購入に関わる減税の一部終了などもあり、予想程に回復に至らない状況にあります。 

    また、娯楽機器関連につきましても、ホール経営事情の悪化により市場全体が低迷しており厳しい状況が続い

ております。 

    海外においても、中国市場は依然堅調なものの、欧州の金融不安の影響を受け欧米系企業向けは厳しい状況に

あります。 

    これらの結果、当社グループの連結売上高は、248億12百万円（前年同期比18.3％増）となりました。 

    利益面につきましては、上記売上増加により経常利益は２億66百万円（前年同期は経常損失１億55百万円）、

四半期純利益は１億48百万円（前年同期は四半期純損失１億13百万円）となりました。 

  

    セグメントの業績は、次のとおりであります。  

    事業の種類別セグメント 

電子部品事業 

電子部品事業におきましては、売上高は217億18百万円（前年同期比18.1％増）となりました。 

①  集積回路 

      国内においては、ゲーム機器向けＬＳＩは機種切替え時期に伴い減少したものの、自動車電装関連や産

業機器関連の順調な回復により堅調に推移いたしました。海外においても中国向け産業機器関連や自動車

電装関連向けが堅調に推移いたしました。 

      以上の結果、集積回路の売上高は94億円（前年同期比44.2％増）となりました。        

②  半導体素子 

      国内においては、自動車電装向け個別半導体を中心に全分野で順調に回復いたしました。海外において

は、衛星放送受信機器向け化合物半導体は減少いたしましたが、自動車電装向け個別半導体は順調に回復

いたしました。 

      以上の結果、半導体素子の売上高は35億２百万円（前年同期比22.3％増）となりました。    

③  回路部品 

      国内において、産業機器関連中心に堅調に回復し、ほぼ全ての分野において増加いたしました。 

      以上の結果、回路部品の売上高は39億53百万円（前年同期比13.8％増）となりました。  

④  電子管 

      国内において、産業機器関連向けが増加したものの、娯楽機器関連の市場低迷により減少いたしまし

た。 

      以上の結果、電子管の売上高は11億38百万円（前年同期比46.0％減）となりました。  

⑤  その他電子部品 

      国内においては、娯楽機器関連向けが市場の低迷により減少いたしましたが、アジア市場において電子

部品の需要の増加に伴い、水晶発振器用気密端子が増加いたしました。 

      以上の結果、その他電子部品の売上高は37億23百万円（前年同期比8.9％増）となりました。  

アッセンブリ事業 

①  アッセンブリ製品 

      海外において娯楽機器向け製品が減少したものの、国内において設備投資関連向けが順調に回復し、産

業機器関連向けでの新規採用が寄与し堅調に推移いたしました。 

      以上の結果、アッセンブリ事業の売上高は17億84百万円（前年同期比11.5％増）となりました。  

その他の事業 

①  電子機器及びマイクロコンピュータの受託開発、ソフトウェア製作  

      国内において、ＰＣ周辺機器向け光ディスクドライブが増加いたしました。 

      以上の結果、電子機器及びマイクロコンピュータの受託開発、ソフトウェア製作の売上高は13億10百万

円（前年同期比33.0％増）となりました。  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

①  資産、負債及び純資産の状況 

      当第１四半期末の資産につきましては、資産の残高が729億65百万円（前連結会計年度末863億24百万円）

となり、133億58百万円減少いたしました。これは主に商品及び製品が21億90百万円増加したものの、現金

及び預金が32億60百万円、受取手形及び売掛金が122億24百万円減少したこと等によるものであります。 

      負債につきましては、負債の残高が253億75百万円（前連結会計年度末380億55百万円）となり、126億80

百万円減少いたしました。これは主に支払手形及び買掛金が123億82百万円減少したこと等によるものであ

ります。 

      純資産につきましては、純資産の残高が475億90百万円（前連結会計年度末482億68百万円）となり、６億

77百万円減少しました。これは主に利益剰余金が２億５百万円、その他有価証券評価差額金が１億76百万

円、為替換算調整勘定が３億19百万円減少したこと等によるものであります。  

②  キャッシュフローの状況 

      当第１四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前四半

期純利益が２億39百万円となり、売上債権の減少、短期借入金の実行による収入等があったものの、たな卸

資産の増加、仕入債務の減少、配当金の支払、短期借入金の約定返済等があったことにより、前連結会計年

度末に比べ32億60百万円減少し、当第１四半期連結会計期間末においては180億39百万円となりました。 

      当第１四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりでありま

す。 

   （営業活動によるキャッシュ・フロー） 

      営業活動の結果使用した資金は、29億３百万円（前年同期は34億73百万円の獲得）となりました。これは

主に売上債権の減少により資金が122億28百万円増加したものの、たな卸資産の増加23億３百万円、仕入債

務の減少122億12百万円の支出等によるものであります。 

    （投資活動によるキャッシュ・フロー） 

      投資活動の結果使用した資金は、８百万円（前年同期比95.8％減）となりました。これは主に有形固定資

産の取得７百万円の支出等によるものであります。 

    （財務活動によるキャッシュ・フロー） 

      財務活動の結果使用した資金は、３億35百万円（前年同期比49.3％減）となりました。これは主に短期借

入金の実行３億10百万円があったものの、短期借入金の約定弁済１億50百万円、配当金の支払額４億95百万

円の支出等があったことによるものであります。   

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

    今後の市場環境につきましては、欧州の金融不安による市場への影響や国内の環境関連製品の購入に関わる減

税の終了、娯楽機器関連につきましても、市場全体の低迷やＡＰＥＣ開催に伴う全国一斉の遊技機の入替自粛の

影響など、先行き不透明な状況が続くものと見ております。 

    当社グループの平成23年３月期の業績予想につきましては、現在のところ、前回発表（平成22年５月14日）の

連結業績予想に変更はございません。  

  

新光商事㈱ （8141） 平成23年３月期 第１四半期決算短信

- 3 -



（１）重要な子会社の異動の概要 

  該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理 

  ①  定率法を採用している固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分しております。

  ②  当第１四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計年度末の実地棚卸

高を基礎として合理的な方法により算出する方法によっております。 

２．特有の会計処理 

      税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益又は税引前四半期純損失に当該見積実効税率を乗

じて計算しております。なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。         

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

・会計処理基準に関する事項の変更 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

   当第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号  平成20年３月31

日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号  平成20年３月31日）を

適用しております。 

    これにより、営業利益、経常利益がそれぞれ１百万円減少し、税金等調整前四半期純利益が27百万円減少して

おります。 

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

  該当事項はありません。  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 18,039 21,299

受取手形及び売掛金 26,720 38,945

商品及び製品 14,361 12,171

繰延税金資産 353 361

未収入金 5,976 5,726

その他 199 174

貸倒引当金 △54 △65

流動資産合計 65,596 78,614

固定資産   

有形固定資産 2,507 2,527

無形固定資産 554 601

投資その他の資産   

投資有価証券 2,165 2,545

繰延税金資産 472 345

その他 1,674 1,697

貸倒引当金 △4 △8

投資その他の資産合計 4,307 4,580

固定資産合計 7,369 7,709

資産合計 72,965 86,324

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 16,982 29,365

短期借入金 3,464 3,303

1年内返済予定の長期借入金 1,000 1,000

未払法人税等 97 527

役員賞与引当金 5 22

その他 824 875

流動負債合計 22,374 35,094

固定負債   

長期借入金 1,500 1,500

再評価に係る繰延税金負債 343 343

退職給付引当金 977 945

役員退職慰労引当金 2 －

資産除去債務 4 －

その他 172 170

固定負債合計 3,000 2,960

負債合計 25,375 38,055
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（単位：百万円）

当第１四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 9,501 9,501

資本剰余金 9,600 9,600

利益剰余金 29,210 29,415

自己株式 △77 △77

株主資本合計 48,235 48,440

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 5 182

土地再評価差額金 501 501

為替換算調整勘定 △1,521 △1,202

評価・換算差額等合計 △1,015 △518

少数株主持分 370 346

純資産合計 47,590 48,268

負債純資産合計 72,965 86,324
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（２）四半期連結損益計算書 
（第１四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

売上高 20,969 24,812

売上原価 19,167 22,674

売上総利益 1,802 2,138

販売費及び一般管理費 1,952 1,923

営業利益又は営業損失（△） △149 214

営業外収益   

受取利息 11 4

受取配当金 15 18

仕入割引 9 4

為替差益 － 36

雑収入 15 8

営業外収益合計 51 72

営業外費用   

支払利息 17 13

為替差損 37 －

雑支出 2 7

営業外費用合計 57 20

経常利益又は経常損失（△） △155 266

特別利益   

貸倒引当金戻入額 19 11

退職給付引当金戻入額 27 －

投資有価証券受贈益 － 9

その他 － 0

特別利益合計 46 20

特別損失   

固定資産除売却損 0 1

投資有価証券評価損 － 14

リース解約損 16 －

特別退職金 45 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 26

その他 6 4

特別損失合計 67 47

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△177 239

法人税等 △62 65

少数株主損益調整前四半期純利益 － 174

少数株主利益又は少数株主損失（△） △1 26

四半期純利益又は四半期純損失（△） △113 148
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△177 239

減価償却費 110 82

退職給付引当金の増減額（△は減少） △29 17

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） － 0

貸倒引当金の増減額（△は減少） △18 △14

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △4 △16

受取利息及び受取配当金 △27 △23

支払利息 17 13

有形固定資産除売却損益（△は益） 0 1

投資有価証券売却損益（△は益） － △0

投資有価証券評価損益（△は益） － 14

投資有価証券受贈益 － △9

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 26

リース解約損 16 －

売上債権の増減額（△は増加） 6,090 12,228

未収入金の増減額（△は増加） △1,056 △428

たな卸資産の増減額（△は増加） △559 △2,303

仕入債務の増減額（△は減少） △461 △12,212

未払又は未収消費税等の増減額 △34 186

その他の資産・負債の増減額 △373 △254

その他 △1 8

小計 3,491 △2,442

利息及び配当金の受取額 27 24

利息の支払額 △17 △9

リース契約解約に伴う支払額 △16 －

法人税等の支払額 △12 △475

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,473 △2,903

投資活動によるキャッシュ・フロー   

投資有価証券の取得による支出 △27 △4

投資有価証券の売却による収入 － 0

有形固定資産の取得による支出 △53 △7

有形固定資産の売却による収入 － 1

無形固定資産の取得による支出 △97 △1

貸付けによる支出 △0 △0

貸付金の回収による収入 0 0

その他の支出 △51 △3

その他の収入 22 5

投資活動によるキャッシュ・フロー △206 △8
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（単位：百万円）

前第１四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年６月30日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年６月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入れによる収入 679 310

短期借入金の返済による支出 △845 △150

自己株式の取得による支出 △0 △0

配当金の支払額 △495 △495

財務活動によるキャッシュ・フロー △661 △335

現金及び現金同等物に係る換算差額 △99 △186

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,505 △3,434

現金及び現金同等物の期首残高 16,442 21,299

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 174

現金及び現金同等物の四半期末残高 18,948 18,039
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  該当事項はありません。  

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

  前第１四半期連結累計期間（自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日）  

（注）１．事業区分の方法 

          事業は、内部管理上の分類によって区分しております。 

      ２．各区分に属する主要な商品 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

  前第１四半期連結累計期間（自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日）  

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度により区分しております。 

     ２．本邦以外の区分に属する国又は地域の内訳は次のとおりであります。 

          アジア…大韓民国、香港、中華人民共和国、台湾、シンガポール、マレーシア、インドネシア、タイ 

          北米……アメリカ合衆国   

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
電子部品事業 
（百万円） 

アッセンブリ
事業 

（百万円） 

その他の事業
（百万円） 

計
（百万円） 

消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高             

(1）
外部顧客に対する売上

高 
 18,384  1,600  985  20,969  －  20,969

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高 
 －  －  －  －  －  －

  計  18,384  1,600  985  20,969  －  20,969

 営業利益（△損失）  399  23  15  438 (588)  △149

 事業区分  主要商品 

 電子部品事業  集積回路、半導体素子、回路部品及び電子管 

 アッセンブリ事業  アッセンブリ製品 

 その他の事業  情報機器及び産業機器 

  
日本 

（百万円） 
アジア

（百万円） 
北米

（百万円） 
計

（百万円） 
消去又は全社 
（百万円） 

連結
（百万円） 

売上高             

(1）
外部顧客に対する売上

高 
 16,585  4,205  179  20,969  －  20,969

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高 
 739  1,630  0  2,370 (2,370)  －

  計  17,324  5,835  179  23,340 (2,370)  20,969

 営業利益（△損失）  419  75  △9  485 (635)  △149
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〔海外売上高〕 

  前第１四半期連結累計期間（自  平成21年４月１日  至  平成21年６月30日）  

（注）１．国又は地域の区分は、地理的近接度により区分しております。 

     ２．各区分に属する地域の内訳は次のとおりであります。 

        (1) アジア………大韓民国、香港、中華人民共和国、台湾、シンガポール、マレーシア、インドネシア、 

タイ 

        (2) その他地域…アメリカ合衆国、イスラエル、オーストラリア 

     ３．海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。  

  

  アジア その他の地域 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）  5,396  189  5,586

Ⅱ 連結売上高（百万円）  －  －  20,969

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高

の割合（％） 
 25.7  0.9  26.6
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

    当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取

締役会において経営検討資料の対象となっているものであります。 

    当社グループは、本社及び国内・海外に拠点を置き、電子部品販売、アッセンブリ製品販売、電子機器販売及

びマイクロコンピュータの受託開発、ソフトウェア製作事業を展開しております。 

    したがって、当社グループは、取扱い商品種類別の観点から〔 事業の種類別セグメント情報 〕として「電子

部品事業」、「アッセンブリ事業」及び「その他の事業」の３つを報告セグメントとしております。「電子部品

事業」は、集積回路、半導体素子、回路部品、電子管及びその他電子部品を主要商品として販売しております。

「アッセンブリ事業」は、アッセンブリ製品を主要商品として販売しております。「その他の事業」は、電子機

器の販売及びマイクロコンピュータの受託開発、ソフトウェアの製作を主要商品としております。 

    

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

    当第１四半期連結累計期間（自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日）   

（単位：百万円）

（注）１．セグメント利益の調整額△542百万円には、各報告セグメントに配分していない全社費用△542百万円が

含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない管理部門経費及び共通経費でありま

す。 

     ２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。  

  

３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内

容 

       該当事項はありません。 

  

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

    （固定資産に係る重要な減損損失） 

        該当事項はありません。 

    （のれんの金額の重要な変動） 

        該当事項はありません。 

    （重要な負ののれん発生益） 

        該当事項はありません。 

  

    （追加情報） 

        当第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号  

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第20号  平成20年３月21日）を適用しております。 

  

  該当事項はありません。  

  

     報告セグメント 
  

  
  

調整額 
  
  

（注）１  

四半期連結
損益計算書
計上額 

  
（注）２

  電子部品事業 
アッセンブリ

事業 
その他の事業 計

売上高             

(1）外部顧客への売上高  21,718  1,784  1,310  24,812  －  24,812

(2）セグメント間の内部売

上高又は振替高 
 －  －  －  －  －  －

  計  21,718  1,784  1,310  24,812  －  24,812

 セグメント利益  667  49  39  756  △542  214

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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